
和裁造形 I 担当佐藤道子 和裁士学科 1年
＊概要
和服造りの技術と知識を製作実習を通して学ぶ。
まずは運針から始め、和服はどのような組み合わせで作るのかを理解する為の必修科目である。

女授業のねらい
基本アイテム （肌じゅばん・浴衣など）製作をとおし和服造りの基本を学ぶようにする。今後の基礎となる。

＊目標
和裁の技術 （柄合わせ・裁断•印付け・縫い方など） を理解し、身につけることを目指す。

＊授業計画

面薮丁ー授業内容

《和裁基礎縫い》

《体型に合わせた採寸方》

《肌じゅばん》 裁断•印付け

《女物ゆかた》

《男物ゆかた》

縫製

仕上げ

柄合わせ・裁断•印付け

縫製

縫製

縫製

縫製

仕上げ

柄合わせ・裁断•印付け
縫製

縫製

習反復練習

心習：反復練習

習寸法の確認

習生地・附属の準

伍習縫製の確認

習セルフチェック

習生地・附属の準i,

復習縫製の確認

伝習：残った作業を進める

習残った作業を進める

伍習：残った作業を進める

復習：セルフチェック

予習：生地・附属の準備

習縫製の確認

晶

縫製

仕上げ

《オリジナル作品》デザイン考案・素材選択

部分縫い （装飾等）

習残った作業を進める

習残った作業を進める

悶□9はふ．デサ・イン考案
復習縫製の確認

心習縫製の確認裁断•印付け

縫製

縫製

縫製

装飾等

装飾等

装飾等

仕上げ
----- ----

《技術検定用肌じゅばん》 裁断•印付け
縫製

《女物はかま》 裁断•印付け

縫製

縫製

縫製

仕上げ

まとめ

女フィードバックの方法
作業段階ごとに個別に点検・指導を行う。提出課題には添削・採点後返却し解説を行う。

女成績評価の方法・基準

業態度

習縫製の確認

習残った作業を進める

復習残った作業を進める

伍習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習：残った作業を進める

予習生地・附属の準備

習縫製の確認

習残った作業を進める

習：残った作業を進める

心習：セルフチェック

習：授業の整理・まとめ

ば結果 1 :； ；0 | 刷翡農腐姦誓籠霜成合度繋農毘跨畠ぶ1昇：I合均。再履修とする。
定試験

業研修

女教科書及び参考文献
和裁 （初級編）

女オフィスアワー
水・木・金13時10分～16時20分 ：200教室
佐藤道子担当 （実務経験あり）授業時数420時間
女備考
日程及び授業内容は変更することもある。



デザイン画 I 担当鈴木英子 和裁士学科1年
女概要
人体や基本的な表現方法を、クロッキーなどで理解し、人体のプロポーション・顔・手・足などの描き方、又色彩による素材・柄・質感
立体的な表現方法など基本的なデザイン画の描き方を学ぶ。必修科目である。

女授業のねらい
服飾デザイン画の基礎知識である色彩・形態・構成などを講義と演習で学び、美的選択眼と構成力を習得する。

女目標
人体と衣服の関連を把握し、デザインの構造線を正確に描くことができるようにする。

女授業計画

回数 1 授業内容 晶
1
-
2
-
3
-
4
―
臨
領
準
晦
罪
頓
掃
―

材

寺別授業（展示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

《パネル作品 バネル永貼り了ーデザイン

アイディア展開

コンセプト決定・デザイン案展開

デザイン決定・レンダリング

パネルに下描き

パネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

ンバリエーション

インテー

テーマデザイン テーマ l自然現象」

アイテム図の描

SMSDデザインショー デザイン画

デザイン発想 テーマ「ワッペン」企画立案・アイディア展開

コンセプト決定・デザイン案展開

素材・構造検討

デザイン決定・レンダリング

ボード作成・プレゼン

丁ッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分
デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分
デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分
デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

デッサン10分

まとめ・合評開

＊フィードバックの方法
各作品添削の際に、 コメントやアドバイスを記入して、次回以降の授業で返却する。

＊成績評価の方法・基準

墾
雙吋験結果
定試験

業研修

リサーチ

i 
リサーチ

リサーチ

1丁ーチ

蚕
た作業を進める

た作業を進める

作業を進める

習作品の見直し

の進行状況に合わせる

～習：残った作業を進める

習残った作業を進める

～習：残った作業を進める

習残った作業を進める

予習資料収集

習残った作業を進める

～習残った作業を進める

習残った作業を進める

悶：霜芯悶
伍習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

伍習：作品の振り返り

出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。

女教科書及び参考文献
服飾関連専門講座④ ファッションデザイン画
GAP、各種ファッション雑誌
女オフィスアワー
月曜日13時10分～16時20分 ．200教室
鈴木英子担当

女備考
日程及び授業内容は変更することもある。



色彩学 担当鈴木英子 和裁士学科1年
＊概要
色が溢れている現代世の中で、身近な表現手段の1つである色彩に親しみ、色として見える仕組み・カラーコミュニケーションの
主な方法・色彩の実用価値と効果を知り色彩を有効に活用するための基本的な知識を身につける必修科目である。

＊授業のねらい
色の持つ物理的側面・心理的側面・デザイン的側面を、講義形式による理誰の説明と共に、カラーカードを用いた演習を行い
色彩の基礎を習得する。

女目標
「色彩検定3級」の取得を目標とする。

ヽ：業1 画授業内容 1単位（総授業時数 35 |：：；悶屈昇答（予実；門：習ら：）

山について

について

について

寺別授業（展示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

える

トーンから配色を考える

＊フィードバックの方法
授業の中で質問に答えて、その都度解決していく 。

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習教科書を確認

1予習：教科書を確誌

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習教科書を確認

予習教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

の進行状況に合わせる

復習残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習残った作業を進める

復習残った作業を進める

予習：教科書を確認

予習：教科書を確認

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

悶：霜：：：：：：
習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

伍習：残った作業を進める

＊成績評価の方法・基準誓三」 醤琵魯霜翫誓姦霜芦雰謬嘉。再履修とする。

業研修

＊教科書及び参考文献
色彩検定公式テキスト

＊オフィスアワー
木曜日09時00分～09時45分 ：20D教室
鈴木英子担当

＊傭考
日程及び授業内容は変更することもある。



素材学 担当鈴木英子 和裁士学科1年
＊概要
繊維、糸、織物、絹み物等アパレル素材の基本的な知識を学び、服地の特性や、効果、用途を知る為の必修科目である。

＊授業のねらい
衣服材料の基礎的知識の習得により、衣服の設計・製作において、目的に応じた適切な素材の選択ができる。

＊目標
基本素材の特性・用途を理解し、素材ごとの欠点、注意点、加工の仕方によるメリット・デメリットを習得しアパレル素材の知識を深める、

｀：業1 画授業内容 2単位（総授業時数 70 1言；：：：五；（予実；；］：、ふ

ー....-タイル）とは

寺別授業（展示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

女フィードバックの方法

1~7 
8~14 
15~21 
22~28 

授業内で不明点があれば、その場で対応する。提出課題には添削・採点後返却し解説を行う。

整理しまとめる

整理しまとめる

整理しまとめる

：授業内容を整理しまとめる

：授業内容を整理しまとめる

：授業内容を整理しまとめる

：授業内容を整理しまとめる

：授業内容を整理しまとめる

：授業内容を整理しまとめる

容を整理しまとめる

容を整理しまとめる

容を整理しまとめる

容を整理しまとめる

整理しまとめる

整理しまとめる

授業内容を整理しまとめる

授業内容を整理しまとめる

授業内容を整理しまとめる

授業内容を整理しまとめる

とめる

る

業を進める

残った作業を進める

残った作業を進める

残った作業を進める

：残った作業を進める

残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める
：残った作業を進める

：残った作業を進める

た作業を進める

内容をまとめる

内容をまとめる

女成績評価の方法・基準

業態度 30 こ：I 醤翡贄醤菱祐翻畠謬聾麿ぷ嘉。再履修とする。

定試験

業研修

女教科書及び参考文献
服飾関連専門講座①アパレル素材論
女オフィスアワー
火曜日13時10分～14時40分： 20D教室
鈴木英子担当

女備考
日程及び授業内容は変更することもある。



手芸 担当加藤光子 和裁士学科1年
女概要
ファッションコーディネートに欠かすことの出来ないものには装飾手段（刺繍・プリントETC)・ファッション小物（帽子・手袋・靴ETC)
アクセサリー（ネックレス・リング・ブローチETC)などたくさんあります。その中からいくつかを選び 実際に作成することで
各アイテムのデザインカ・素材の選び方・用途に応じる工夫・目的に沿ったもの作りと様々な想いに対応できる能力をを身につけるため1:
必要とする必修科目である。

女授業のねらい
コーディネートテクニックの一つとして自分で作ることの出来るアクセサリー等の基本的な知識と作り方・テクニックを学ぶ。

女目標
広い視野で様々な情報をキャッチしながらファッションをトータルに表現出来る技術を身につける。

女授業計画

回薮丁―授業内容

《こぎん刺し・ぽうし》 こぎんの基礎

基礎刺し

基礎刺し

ぽうしデザイン考案

ぽうしパターン作成

生地裁断・芯貼り・アイロン

こぎん刺し

こぎん剌し

縫製

縫製

仕上げ

《デザイン刺繍シャツ》 デザイン考案

特別授業 （展示会・ショーのため）

オリジナル作品製作

刺繍 （オリジナルシャツ）

刺繍 （オリジナルシャツ）

刺繍 （オリジナルシャツ）

刺繍 （オリジナルシャツ）

刺繍 （オリジナルシャツ）

装飾等

仕上げ

《カジュアルネクタイ》 パターン作成

生地裁断・芯貼り・アイロン
縫製

縫製

仕上げ

《シルバーアクセサリー》 デザイン考案

＊フィードバックの方法

作成 （ねんど）

作成 （乾燥）

作成 （焼く ）

仕上げ

作業段階ごとに個別に点検・指導を行う。提出課題には添削・採点後返却し解説を行う。

予習：生地・附属の準備

仁習：残った作業を進める

習残った作業を進める

予習：デザインリサーチ

習残った作業を進める

予習：生地・附属の準備

復習残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習：セルフチェック

予習：デザインリサーチ

復習残った作業を進める

心習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める

習：残った作業を進める

伍習：セルフチェック

自の進行状況に合わせる

復習：残った作業を進める

,々習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める

復習：残った作業を進める

晶

予習パターン用紙等の準暉

予習生地・附属の準備

復習残った作業を進める

復習残った作業を進める

1-習：セルフチェック

習デザインリサーチ

習材料を準備する

習：残った作業を進める

習：残った作業を進める
1仁習：セルフチェック

＊成績評価の方法・基準

業態度 30 ＝□ "/° | 謬諸霜翫誓姦芸繋謬翌霜睾嘉。再履修とする。
定試験

業研修
9 9 

＊教科書及び参考文献
コーディネートテクニックアクセサリー編

＊オフィスアワー
金曜日 13時10分～16時20分 ：20F教室
加藤光子担当

＊備考
日程及び授業内容は変更することもある。



コーディネイ ト演習 担当佐藤道子 和裁士学科1年
＊概要
なかなか短期間のshop研修はできないが、グループ企業のshop「harmyhudson」では、他の授業に影響がない時間割でインターシップ
(shop研修）を経験する。お客様との接し方、コーディネイト提案力、商品知識を身につけるために必要な必須科目である。

＊授業のねらい
現場体験を通して、実践的なスキルを学ぶ。

＊目標
専門的スキルとコミュニケーション能力を身に付けることを目指す。

＊授業計画

面薮丁―授業内容

《接客について》

）把握》

セール

？作成》

別授業
オリi

SNS 

晋理》

pング》

＊フィードバックの方法
授業の中で質問に答えて、その都度解決していく 。

＊成績評価の方法・基準

業態度

贔果
定試験

業研修
9,  

＊教科書及び参考文献
なし

＊オフィスアワー
水曜日 13時10分～16時20分： harmyhudson Shop 
佐藤道子担当授業時数70時間
＊備考
日程及び授業内容は変更することもある。

2
 

《商品o:

スコーディネイト》

《ポッ：：

あいさつの基本

立ち振る舞い

心構え

表情（顔・目・ロ元・笑顔）

会話

ご案内

接客用語

商品の種類と名称をおぽえる

商品の種類と名称をおぽえる

SHOPの商品をコーディネイト

SHOPの商品をコーディネイト

SHOPの商品をコーディネイト

SHOPの商品をコーディネイト

SHOPの商品をコーディネイト

イベント用

セール用

etc 

f展示会・ショーのため）
ノナル作品製作

プロモーション》

《在庫

《ラッヒ

SNS発信方法

SNS発信方法

写真の撮り方

写真の撮り方

SNS発信

SNS発信

数え方・数の把握

数え方・数の把握

新商品の受け入れ

値札付け

ラッピングテクニック

リボンのかけ方・結び方

応用ラッピング

20 実習時数 120) 

具体的内容（予習・復習等）
説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

自の進行状況に合わぜる

復習残った作業を進める

伝習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習：残った作業を進める

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

説明して実践する

30 

出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。

70 



きつけ I 担当佐藤道子 和裁士学科1年
＊概要
きつけの基礎知識、基礎技術を学ぶ必修科目である。

＊授業のねらい
きつけを通し、着装の本質を理解する。

女目標
着物をひとりで、早く・美しく着ることが出来るようになる。

＊授業計画

回数 1 授業内容
《着付けについて （自装）》

方 （自装）

半幅帯の結

ゆかたを着

別授業 （展
オリジナ）

方 （自装）

ふだん着の

名古屋帯の

ふだん着を

＊フィードバックの方法
授業の中で質問に答えて、その都度解決していく 。作業段階ごとに個別に点検・指導を行う。

＊成績評価の方法・基準

業態度

題

験結果

定試験

業研修

＊教科書及び参考文献
実技教本

＊オフィスアワー
月曜日 14時50分～16時20分 ：20A教室
佐藤道子担当 （実務経験あり）授業時数70時間
＊備考
日程及び授業内容は変更することもある。

《ゆかたの着

《長襦袢の着

び方 （自装）》

装から帯結びまで （自装》

示会・ショーのため
レ作品製作

着方 （自装）》

結び方 （自装）》

着装から帯結びまで （自装）》

2
 

きものの種類と帯結び

装飾小物

帯の種類

実用小物

下着の付け方と補整

ゆかたの着方

ゆかたの着方

ゆかたの着方

文庫結び
文庫結び・変形各種

文庫結び・変形各種

文庫結び・変形各種

文庫結び・変形各種

ひとりで着装・文庫結び

ひとりで着装・変わり文庫結び

ひとりで着装・変わり文庫結び

ひとりで着装・オリジナル結び

下着の付け方と補整

長襦袢の着方

長襦袢の着方

長襦袢までひとりで着る

ふだん着（紬など）

ふだん着（紬など）

ふだん着（紬など）
お太鼓結び （全通し柄）

お太鼓結び （六通柄）

お太鼓結び （お太鼓柄）

ひとりで着装・帯結び

ひとりで着装・帯結び

ひとりで着装・帯結び

憤義時数 20 実習時数 50 

具体的内容（予習・復習等）
を読んで説明する

を読んで説明する

を読んで説明する

を読んで説明する

説明しながら実習する

予習：着付け道具を準備する

位習：着装の確認

習：セルフチェック

説明しながら実習する

説明しながら実習する

説明しながら実習する

説明しながら実習する

説明しながら実習する

予習：着付け道具を準備する

仁習：着装の確認

習：着装の確認

習：セルフチェック

自の進行状況に合わせる

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

復習：残った作業を進める

説明しながら実習する

予習：着付け道具を準備する

復習：着装の確認

予習：着付け道具を準備する

説明しながら実習する

復習：着装の確認

復習：着装の確認

説明しながら実習する

説明しながら実習する

説明しながら実習する

予習着付け道具を準備する

伍習着装の確認

習：セルフチェック

出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。



ディスプレイ I 担当鈴木英子 和裁士学科1年
＊概要
ショーウインドウを使用して、空間演出の基礎知識から売り場のディスプレイ・展示会ディスプレイなど実践的に学ぶ。
ディスプレイは人を惹きつけるための要素である。よってアパレルにはなくてはならない知識であるため必修科目である。

＊授業のねらい
ディスプレイプランを忠実に表現するためのディスプレイテクニックを身につける。

＊目標
ディスプレイ実習のプランニングから演出小道具制作・ショーイングまでをグループごとに分業、共同作業を行い完成させることが
できる。

＊授業計画

面薮丁―授業内容

デザイン決定

演出小道具制作

演出小道具制作

寺別授業（展示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

女フィードバックの方法

演出小道具制作

演出小道具制作

ア存ィア庶尻

アイディア成麻

アイディア展世

ナイア成尻

授業の中で質問に答えて、その都度解決していく 。

女成績評価の方法・基準

業態度

125) -
具体的内容（予習・復習等）
習ディスプレイを見直

習テーマにもとづいて資料集め

習残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める

習ディスプレイを見直す

予習：テーマにもとついて資料集め

復習残った作業を進める

伍習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習ディスプレイを見直す

予習：テーマにもとづいて資料集め

復習：残った作業を進める

伍習残った作業を進める

習残った作業を進める

習ディスプレイを見直す

予習テーマにもとづいて資料集め

復習残った作業を進める

伍習：残った作業を進める

習残った作業を進める

る

） 

5 
5 
5 
iす
斗集め

：残った作業を進め
：残った作業を進める

：残った作業を進める

：ディスプレイを見直す

：テーマにもとづいて資料集め

残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

悶結果 I 竺y°I 目琵晨忍濯翫誓姦晶闊甘伊歴9tば畠翡打9兵 。再履修とする。
定試験

業研修
9,  

女教科書及び参考文献
丁イスプレイノート

女オフィスアワー
月曜日09時00分～12時10分： 20D教室
鈴木英子担当

女備考
日程及び授業内容は変更することもある。



和裁造形Il 担当佐藤津子 和載士学科2年
女概要
和服造りの応用段階に入り、各アイテムの素材、用途に適した和戴テクニックを学ぶ重妻な科目であり、必修科目である。

女授集のねらい
高度な技術を必蔓とするあわせ長着等の製作をとおし、縫製技術、柄や模様合わせまで学び、理解する。

女目標
和暦作りを理解し、オールマイティーな知識と技術を身に付けることを目指す。
女授業計画

面薮丁―授業内容

《女物アンサンブル・長着》

《女物アンサンブル・羽織》

《女物じゅばん》

［ ： ： ナ定： 作：： 下》

415-
笥

《女物あわせ長着》

積もりiベ―

柄合わせ戴断•印付け

縫製（袖）

縫製（身頃）

縫製（身頃）

縫製（衿・袖付け）

仕上げ

見積もり

柄合わせ戴断•印付け

縫製（袖・身頃）

縫製（衿．袖付け）

仕上げ

見積もり・鐵断•印付け

縫製（袖・身頃）
縫製（衿．袖付け・半衿付け）

仕上げ

デザイン考案・素材選択

部分縫い（装飾等）

戴断•印付け

縫製

縫製

縫製

縫製

装飾等

装飾等

仕上げ
戴断•印付け

縫製

見積もり・柄・模様合わせ等

戴断•印付け

縫製
縫裏

縫製

縫製

仕上げ

習：寸法の

習：生地・附属の準傭

習：縫製の確認

習：縫製の確認

習：縫襲の確認

習：縫製の確認

ク

準備

缶

： ：残った作業を進める
：縫製の確認

残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：残った作業を進める

：セルフチェック

の
習縫製の確認

習縫製の確認
習縫製の確認

習縫製の確認

習：縫製の確認

習：セルフチェック

女フィードバックの方法
作業段磨ごとに偏別に点検指導を行う。提出課題には添削・採点後返却し解説を行う。
女成績評価の方法・基準

パ 且翡農器委誓□嘉岩想翌’t芦如。再履修とする。
5 

女教科書及び参考文献
和戴（中級・上級編）

女オフィスアワー
月曜日 09時50分～12時10分 13時1~ヤ... 14時4~ : 200教室
水曜日 14時50分～16時20分： 200教室
木曜日 13時10分～16時20分： 200教室
金曜日 10時40分～12時10分、 13時10分～16時20分 ：20D教室
佐藤道子担当（実務経験あり）授業時数595時間
女傭考
日程及び授業内容は変更することもある。



デザイン画II 担当鈴木英子 和裁士学科2年
ーが概蔓
丁ザイン画を描くデザイナー（自分）の、服に対する気持ち・想い・個性が伝わるようなデザイン画を表現できるようにさらに描写カ
を上遠させる。必修科目である。

女授業のねらい
想いをあらわすために、布の動き方、量感、表情を描けるようにする。また服を細部にまで描くことのできる線の描き方も学ぷ。

女目標
個性あふれる練の措き方、自分らしいデザイン画が措けるようになることを目指す。

女授業計画

回数 1 授業内容 .¥.. ---

100
＿剛

饂

嘩

鴻

濯

濯

ンリサーチ

認

ラ西—ヂ
認

守ーチ

＝ 

スト」テーマ」

アイr展開・コンセノト決定・デザイン案農開
ラフスケッチ

デザイン決定・レンダリング

着色

別授業（農示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

バネル水貼り・デザイン

アイディア晨開

コンセブト決定・デザイン案展開

デザイン決定・レンダリング

パネルに下描き
パネル着彩

バネル着彩

バネル着彩

バネル着彩

コンテストデザイン画》 ―ーデザイン考案、リサーチ

（新人デザイナーファッション大賞） 着装画、着色

コンテストデザイン画） デザイン考案、リサーチ デッサン10
（ドレメ全国ファッションデザインコンテスト） 着装画、着色デッサン10

コンテストアイン 丁イン 、リサーチ デッサン10
（毛皮デザインコンテスト） 着装画、着色 デッサン10

レース） デッサン10

デッサン10
デッサン10

デッサン10
デッサン10
デッサン1
デッサン10
デッサン10

一ァッサン10
デッサン10

デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10

デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10

； 
進める

進める

める

を進める

を進める

を進める

習残った作業を進める

習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める
習残った作集を進める

習残った作業を進める

習残った作業を進める

習：残った作業を進める

習：作品の撮り返り

女フィードバックの方法
各作品添剛の朦に、 コメントやアドバイスを記入して、次回以降の授業で返却する。

女成績評値の方法・基準

30-10 
出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評価とする。

服益品9蝠：屯ァッションデザイン画
GAP、各種ファッション雑誌
女オフィスアワー
月曜日13時10分～16時20分 ：200教室
鈴木英子担当

女傭考
日程及び授婁内容は変更することもある。



きつけII 担当佐藤消子 和載土学科2年
女概聾
きつけの応用へと大切な必修科目である。

女授業のねらい
着付けを通して、きものに新しい感覚でアブローチできるノウハウを学びます。

女目標
盛装のきものを通し、様々な帯結びまで学び、コーディネートカを身に付ける。

女授業計画

回数I授業内容
《盛装の着方（自袋）》 • • '¥'一体型補正

長襦袢の着方（盛綾用）

長襦袢の着方（盛装用）

長着の着方（盛装用）

長着の着方（盛装用）

長着の着方（盛装用）

《帯結び（自綾）》 お太鼓結び

お太鼓結び

二重太鼓結び

二重太鼓結び

《盛装の着方から帯結び（自装）》 長襦袢•長着・帯結び
長襦袢•長着・帯結び

長襦袢•長着・帯結び

長襦袢・長着・帯結び

長襦袢•長着・帯絶び
長襦袢•長着・帯結び

長襦袢・長着・帯結び

‘.'‘
▼
 

特別授業（晨示会・ショーのため）
オリジナル作品製作

《纂袖の着方（自装）》 体型補正（振袖用）

長襦袢着装

量袖の着方・ポイント

撮袖の着方・ポイント

盪袖の着方・ポイント
《帯結び（自装）》 ふくら雀①

ふくら雀①

ふくら雀②

ふくら省②
《撮袖の着方から帯結び（自装）》 長襦袢•長着・帯結び

長襦袢•長着・帯組び

長襦袢•長着・帯結び
長襦袢•長着・帯結び

具を用意する

認

認

認

装の確認

付け道具

結びの確

結びの確

結びの確

付け道具

綾の確認

着綾の確認
着装の確認

着装の確認

着綾の確認

セルフチェック

る
婁を進める

集を遍める

婁を進める

婁を進める

具を用意する

認

認

：看付1

習：着装の確認

習：着簑の確認

習：セルフチェック

女フィードバックの方法
授集の中で貫問に答えて、その郷度解決していく。作婁段階ごとに個別に点検・指導を行う。
女成績評価の方法・基準

集態度 30 ： 翡忠醤芦碑窒対品Tliii円合共。再履修とする。
定試験
棄

女教科書及び参考文献
実技教本

女オフィスアワー
月曜日 14時50分～16時20分 ：20A教室
佐藤道子担当（実務経験あり）授婁時数70時間
女懺考
日程及び授業内容は変更することもある。



ディスプレイ 1I 担当鈴木英子 和裁士学科2年
女概要
1年次で得た空間演出の基硫知識や技術をもとに、 2年次では、各シーズンで設定したテーマを効果的にアピールする方法を
研究し設計計画・オブジェ制作・濱出など総合的に学ぶ、必修科目である。

ーが授集のねらい
丁イスブレイのブランニング・演出小道具の制作・ウインドウヘのディスプレイ設置・ショーイングまでを体系的に習得する。

女目標
商品や晨示物を引き立てて魅力ある空間を濱出できるようにする。

品集1画授業内容 ．＼: 総授集時散 140:：：而贔（予実；り；［習；）

別授婁（農示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

デザイン決定

濱出小道具制作

濱出小道具制作

構賽にチェンジ

、ア

デザイン決定

漬出小道具制作

演出小道具綱作

丁ィア

：残った作業を進める

：残った作集を進める

女フ盆―ドバックの方法
授集の で質問に答えて、その都度解決していく。

女成績評値の方法・基準

：態度 1 塁

女教科書及び参考文献
ディスブレイノート

女オフィスアワー
月曜日09時00分～12時1~ : 200教室
鈴木英子担当

女傭考
日程及び授業内容は変更することもある。

出席日数が2/3に満たない場合及び提出物が未了の場合は、再履修とする。
授業の取り組み、課題の完成度などによる総合評値とする。



ブライタ＂ノ 担当佐藤道子 和裁士学科2年
女概要
最近の結婚のスタイルに即応できる人材育成のために必用な科目である。

女授集のねらい
オリジナルウェディングの多様化に対応できる力を業界の現状を理解し身に付ける。

女目標
ユーザーに対して的確なアドバイスのできるブランナーをめざす。またブライダルファッションプランナー検定試験
合格を目指す。

；；業1画授業内容 しし、ー 総授業時散 70:：：；内；）（予実；り；層ふ

《オリエンテーション》

《ウエディングの種類》

業界の現状

協会の認定する資格

スペシャリストの役割
神前結婚式

キリスト教綺婚式

人前結婚式

シビルウエディング

《日本のウェディングの歴史》 婚礼の歴史

年代別の特微

《セレモニー・レセプションの現状とトレンド》 会湯の多様化

レセプションの変化

セレモニーレセブションの専門用語
《ファッションコーディネイト》 各部名称と種類

《フォーマルファッション》

《カラーコーディネイト》

《フラワーコーディネイト》

《和装コーディネイト》

《フォトスタイリング》

ドレス丈・トレーンの種類

カラー・ネックライン・スリーブ・アクセサリーの種類

シルエット別コーディネーション

ウェディングの場合の礼装

ウエディングカラーコーディネーション

ウェディングにおけるフラワー装飾について

セレモニー会場・披露宴・パーティー会場の装花

ウエディングブーケ・ブートニアブーケの形について

打轡花嫁・斬郎の紋付 名称

振袖・留袖・中振袖について

美しい花嫁姿を残すために

基本ポージング・移動時のポイント

シーン別アドバイス

《カッブルアテンダントの方法》 ブライダルアテンダントについて

《結納・婚約の現状とトレンド》 伝統としきたりに従った綺納

《マナー》

《接客知識》

351ロ 《専門用語》
女フィードバックの方法

形式にこだわらない婚約式

マナーの基本
訪問・手紙のマナー

食事のマナー

接客の必蔓性

接客蔓素

ホテル式用語・ジュエリー用語

授業内で不明点、質問などあれば、その場で対応する。

女成績評価の方法・基準こ 翡忠醤芦芦嗅デ亭土。再履修とする。

業研修

女教科書及び参考文献
ブライダルの基磯知識

女オフィスアワー
金曜日 09時①分～10時30分： CAD室
佐藤道子担当授業時数70時間
女備考
日程及び授業内容は変更することもある。



デザイン画m 担当鈴木英子 和裁士学科3年
女概憂
各自のデザインテーマに合わせ、イメージ農開に必蔓な表現カ・伝えるためのプレゼンテーション・アブローチといった
表現力を知り、オリジナリティのあるファッションデザイン画を研究する。必修科目である。

女授集のねらい
洗練された自由な創造力と発想力、その表現テクニックを向上させる。

女目標
デザイナーとして必要な感性と劃造力を身につける。テキスタイルが多穫多様な昨今、重憂な素材の表現力を画材の伎い方、
着色や線の描き方でさらに上運することを目欄とする。
女授集計画

回数 1 授業内容
, 9'―て一

100
＿痢

ンリサーチ

認

フーチ

認

亨ーチ

コンセプト決定・デザイン案晨開

ラフスケッチ

デザイン決定・レンダリング

着色

別授業（農示会＆ショウのため）

オリジナル作品制作

バネル水貼り・デザイン

アイディア農開

コンセプト決定・デザイン案晨開

デザイン決定・レンダリング

パネルに下描き

バネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

パネル着彩

コンテストデザイン画》 デザイン考案：ーリサーチ

（新人デザイナーファッション大賞） 着装画、着色

ンテストデザイン画） デザイン考案、リサーチ デッサン10
（ドレメ全国ファッションデザインコンテスト） 着装画、着色デッサン10

ンテストT イン画 丁イン 、リサーチ デッサン10
（毛皮デザインコンテスト） 着装画、着色 デッサン10

シュ） デッサン10

デッサン10
デッサン1
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10
デッサン10

デッサン10
デッサン10

デッサン10
デッサン10
デッサン10

サーチ

サーチ

作業を進める

作業を進める

業を進める

し
：合わせi

を進める

を進める

を進める

を進める
資料収集

習：残った作婁を進める

習：残った作業を進める

習残った作業を進める
誓：残った作業を進める

習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

習：残った作業を進める

習残った作業を進める

習：作品の撮り返り

女フィードバックの方法
各作品添削の際に、 コメントやアドパイスを記入して、次回以降の授集で返却する。

女成績評価の方法・基準

業態度 30 

こ洲 1 話盟翻臨芦盟尉土9t昌品関芍。再履修とする。

旦三＿
女教科書及び参？）文献
服飾関連専門講座4 ファッションデザイン画
飢P、各種ファッション雑誌
女オフィスアワー
月曜日13時10分～16時20分 ：200教室
鈴木英子担当

女備考
日程及び授業内容は変更することもある。



きつけm 担当佐藤溝子 和裁士学科3年
女概蔓
3年間のまとめと応用になり、短時間できれいに着付けるための大切な授業であり必須科目である。

女授集のねらい
着付けを通しきもののトータルコーディネートを学びます。

女目標
ひとに着せる振り袖の着付け｀基本組び、変わり結び等、様々な結びの技術を身につけることを目指します。

品婁1画授業内容 総授業時散 70:i：厄霜；（予実；り；［習i)

351ロ

《女物ゆかたの着せ方（他装） ・・》

《男物ゆかたの着せ方（他装）》

《ふだん着の着せ方（他装）》

特別授業（農示会・ショーのため）
オリジナル作品製作

《振袖の着せ方（他萩）》

•‘’ · • : 

《帯締め・帯揚げのアレンジ（他装）》

《女袴の着方・着せ方（他装）》

まとめ

女フィードパックの方法

下着の付け方

ゆかたの着せ方

ゆかたの着せ方

半幅帯の緒び方①

半幅帯の組び方②

半幅帯の組び方③

下着の付け方

ゆかたの着せ方

ゆかたの着せ方

帯の結び方①

帯の結び方②

下着の付け方

長着の着せ方

長着の着せ方

帯の緒び方①

帯の結び方②

帯のアレンジ

下着の付け方

撮り袖の着せ方

振り袖の着せ方

帯の結び方①

帯の緒び方②

帯の結び方③

帯のアレンジ①

帯のアレンジ②

帯締め・帯揚げのアレンジ指導
帯緯め・帯揚げのアレンジ指導

女袴について（自装）

女袴について（他装）

授業の中で貫問に答えて、その榔度解決していく。作集段階ごとに値別に点検・指導を行う。

：着攘の確認

：帯結びの確認

：帯結びの確認

：帯結びの確認

：帯緒びの確認

女成績評価の方法・基準

業度 30 三 話忠醤芦霜岩加品の価場と芍。再履修とする。

定試験
棄

きもの教本など

女オフィスアワー
月曜日 14時50分～16時20分 ：20A教室
佐藤道子担当（実務経験あり）授集時数70時間
女傭考
日程及び授業内容は変更することもある。



卒業研究 担当佐藤消子 和載士学科3年
女概蔓
3年間学んだ集大成として相応しいテーマを個々に設宮し、 3コーディネイト以上の作品を襲作する。
さらに作品発表にむけてデザインにあうトータルコーァィネイトを濱出する。卒業に必要な必修科目である。

女授業のねらい
卒研でデザインから製作までの流れをとおして経験し、デザイナー・和裁士・アドバイザーと職種にとらわれずにあらゆる角度から
着物にアプローチ出来るよう理解する。

女目標
伝統の優美さと新しい感性を表現できる人材となることを目指す。

女授業計画

回数 1 授業内容
マ・デザイ：

• トフォリオ1
レゼンテーション
品制作》卒研① 仮縫い用 戴断•印付け

デザインチェック

作品用 戴断•印付け

縫製

縫製

縫製

装飾小物専製作

装鰤Ilヽ 物等製作

装飾小物事襲作

仮縫い用戴断•印付け

デザインチェック

作品用 戴断•印付け

目装鰤小物事製作
装鯨小物事製作

攘筋小物事製作

仮縫い用戴断•印付け

デザインチェック

作品用 戴断•印付け

縫製

縫製

縫製

縫製
禁飾小物事製作

装鰭小物等製作

装館小物零製作

《仕上げ》

計塁l：ょ；ぷ？品二？；イオ繁；・提にータルコーディネイト
女フィードバックの方法
各卒研、各アイテム作業段階ごとに個別に点検指導を行う。
ポートフォリオ・卒業作品を点検・採点後に返却し解説を行う。

女成績評価の方法・基準

業態度 30 ｀ 蹂易農器菱満苧謡捏翌’t：：ぷ血。再履修とする。

定試験

四
女教科書及び参考文献
なし
女オフィスアワー
月曜日 09時の分～12時10分、 13時10分～14時40分：200教室
水・木曜日 13時10分～16時20分 ：200教室
金曜日 09時00分～12時10分、 13時10分～16時20分：200教室
佐藤道子担当（実務経験あり）授業時数770時間
女傭考
日程及び授集内容は変更することもある。

540
一剛

習：デザインについてリサーチ

習：ポートフォリオ資料集め

習：ブレゼン準傭

習：シーチング（仮縫い用生地）順傭

習：デザイン確認

習生地・附属の準傭

習：縫襲の確認

自の進行状況に合わせた作集を
‘“める

習：シーチング（仮縫い用生地）順傭

習：デザイン確認

習生地・附属の準備

習縫襲の確認

自の進行状況に合わせた作業を
“̀める

習：デザチン置諏縫い用生地）順傭

習：生地・附属の準傭

習：縫製の確認

自の進行状況に合わせた作業を
l‘“める

ルフチェック

習作品の見直し

習：作品の見直し


